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2006年 11月 に「日本の皆さんに感謝と命の大切さ」を伝えたいと来日した トシャ マギー (本会ウガ

ンダ事務所職員)。 「彼女の人生や考え方に感動 した」と、多くの方が喜んでくださいました。2007年 も

皆様からのご要望もあり、 トシャが再来日。青森、沖縄、静岡、愛知と各地で報告会を開催 しました。

また、今回、 トシャが日本語を勉強 して、日本の支援者様とのコミュニケーションをもっと図りたいと

日本語学校に入学 し、2月 中旬まで日本語の勉強を続ける予定です。

来日後、 トシャと小川は青森へ移動。青森ではウガン

ダ事業開始直後からご支援 くださっている宗教法人松

緑神道大和山様 (教主 :田澤清喜様)の越年感謝祭に

て、活動報告をさせていただきました。松緑神道大和

山様では婦人会の皆様が元子ども兵 20名 のルネッサ

ンスプログラムサポーター (里親)に登録頂いていま

す。各地で空き缶を回収 したり、若布を販売するなど、

様々な手段で元子ども兵の社会復帰を熱心にサポー ト

くださつています。

2007年 9月 のウガンダ事業視察団に参加 くださった株式会社沖縄

教育出版様 (代表取締役 :川畑保夫様)が 30周年記念イベントと

して活動報告会を開催。開催にあたり琉球新報、沖縄タイムスに報

告会の全面広告を掲載、全社員様が朝早 くから会場周 りの掃除、会

場整備など熱心に取り組んでくださいました。当日は トシャ マギ

ーの活動報告、川畑保夫様 (株式会社沖縄教育出版社長)、 糸数慶

子様 (参議院議員)、 小川真吾 (本会理事)で 平和と人材育成についてのパネルディスカッションを行
い、その模様が琉球新報、沖縄タイムスなどに掲載されました。

障害者の積極的採用や地域清掃などの社会貢献活動で知られる健康食品販売の沖縄教育出版 (那覇

市、川畑保夫社長)が 23日 、アフリカ ウガンダで元少年兵の社会復帰支援事業を行う京都の特定

非営利活動法人テラ ルネッサンスの鬼丸昌也理事長らを招いたシンポジウムを那覇市民会館中ホー

ルで開いた。創立 30周年を記念 した事業で、市民ら約 300人 が参加。ブルンジの内戦で家族を虐

殺され、現在はウガンダでテラ ルネッサンス職員として活動するトシャ マギーさんが講演 した。

トシャさんは家族を殺され、隣国を 1人で転々として生き抜いた過酷な日々を語 り「一人一人に世界

を変える力があり、できることはたくさんある。アフリカなど各地で起きている紛争は世界中の問題

でもある」と呼び掛けた。 13歳でウガンダに行き、数々の屈辱や差別に耐えて必死で英語や算数を

学んだ日々を「絶望の中、立ち上がらなければいけないと言い聞かせていた」と振り返り、「夢や希

望を次世代に伝えていくことで、難 しいこともいつか実現できる日が来る」と強調 した。川畑社長は

鬼丸氏らと交流があり、 9月 下旬にウガンダを訪問。



|111■ |¨●■‐静岡報告会‐|(=催■伊豆太陽ホ■ム株式会社様)

2007年 2月 に理事長インタビューの CDを聴いてから不動産仲介

手数料の 1%を毎月ご寄付下さつている伊豆太陽ホーム株式会社

様 (代表取締役 :小西正徳様 )。

小西様は 9月 のウガンダ事業視察団にも参加され、テラ ルネッ

サンスの取り組みを多くの方に伝えたいと活動報告会を開催。下

田市を中心に約 80名 の方が参加することになりました。今まで

御縁のなかった静岡県伊豆地方に新たにテラ ルネッサンスの取

り組みが広がっていくことになりました。

全国各地で環境や平和の問題に取り組んでいらっしゃる理美容業の組合であるBSC理美容協同組鎮

様が愛知県での活動報告会を開催 くださいました。ルネッサンスプログラムサポーターでもあり、理事

長の講演などを企画してくださっているアースネットなごや様がご紹介いただき、今回の報告会開催が

実現 しました。約 300名 もの方が参加 し、 トシャ マギーの活動報告や主催者様とのパネルディスカッ

ションに耳を傾けてくださいました。

驀 式会覆:

グローブハウス I Ⅱと元子ども兵社会復帰施設の建設をご支援くださつてい

る株式会社アイケイ様 (代表取締役 :飯田裕様)にて活動報告会を実施 しまし

た。昨年に引き続き、2度 目の訪間となった トシャ マギーが改めてウガンダ

北部の現状、元子ども兵士たちの社会復帰への挑戦の模様を社員さまへ報告さ

せていただきました。グローブ基金 (株式会社アイケイ様の社会貢献基金)の

みならず、社員様が自主的にバザーを開催 しご支援 くださるなど、支援と共感

の輪が確実に社内に広がっています。

以前、立正佼成会沖縄教会長だつた山北雅道様が名古屋西教会長

に赴任されたことがご縁で、立正佼成会名古屋西教会青年部の皆

様との交流が始まりました。

今回は、青年部の学習会に参加させていただき、活動報告の後、

アットホームな感 じで質疑応答など深い交流を行 うことができ

ました。報告会をきっかけにして、書き損 じはがきの回収など、

青年部を中心とした取 り組みが始まります。トシャの平和への願

いが確実に広がっているのです。

鐵競■11



4月 から外務省の補助金を得ることができたゥガンダ子ども兵社会復帰事業。この
「拡大と充実」というにあ、さわしい年となりました。

輻 :

今年、ルネッサンス プログラム 1期生は全員が施設での訓練から、マイクロ

ビジネス支援への移行を果たしました。なかでも、アジョク ルーシーさんは、炭 ~
とピーナッッの小売を中心にビジネスを開始 し、借地に商品の保管小屋を建てまし ‐

た。うまく買い付けることができた時には週に 1週間で 4万 Ush(約 2700円 )く ら  ,.
いの売り上げで

収益も 2000円近くになっています。今後は、現在のビジネスで資本金を蓄え、い

1年はまさに、

ずれ施設で学んだ洋裁のビジネスを始めたいと意気込んでいます。

アルム マーガレットさんは、ビジネスの傍ら、近隣住民の苗木ビジ

ネスの手伝いを始めています。種を買つてきて、小さなカップ鉢に数個

の松の種を撒き、日陰を作る為の低い屋根を作 り、成長させて数ヵ月後

に1カ ップ1 5 0Ushで 販売できます。写真に写つている場所で2千 力

ップがあります。数ヶ月で2千カップ×1 5 0Ush=30万 Ush(2万 円)

にな ります。苗木の栽培 販売は、環境保護にも役立つとうことから需要 もあるそ うです。

ビジネスの進捗具合には個人差があ り、順調に進んでいる人、まだまだ乗 り越えなければいけない障

害のある人、様々です。 しか し、新 しい技術を身に付けた りしながら、それぞれが各々のペースで頑張

つています。今後が楽 しみです。

2期生のオティム チャールズが中心となり、養鶏のビジネスをスター トしま

した。当初は、オティム 1人で始めていましたが、他の受益者の手本にもなっ

ていることから、モデル事業化 しました。現在、オティムは家の隣に養鶏用の

小屋を併設 し、そこでヒナを育て、大き〈なった鶏を市場で売っています。こ

れからは、施設の一部を養鶏用に改築 し、そこでヒナを育て、成長 した鶏を市

場で販売 していきます。最初は 2期生の希望者 3名 ほどでグループを結成 し、

開始 します。彼らには、後に続く元 子ども兵らの指導も担います。

ルネッサンス プログラムでは、現在第 1期生が職業訓練期間を終

え、第 2期生、第 3期生は職業訓練の真っ最中です。そんな中、週に 1

度、特別授業が開講されています。

玄関マットの販売を通 じて、収入向上を目指 している盲目の元 子ど

も兵ジェームズ。彼は、日の不自由な第 3期生のアンジー ジャックリンにマッ トの作 り方、点字の読

み書 き、英語 を教えているのです。

これまで、何度 も自殺を考えたり、絶望的な言動を繰 り返 していたジ

ェームズですが、自分が人の役に立てることにとても喜びを感 じ、生き

がいを見つけています。アンジーも普段は物静かですが、ジェームズの

熱い授業を熱心に受け、時々笑顔を見せるようになりま した。
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今年は地域住民を巻き込んだ「和解のためのワークショッ

プ」を計4回 にわたり開催 しました。半日のワークショップで、

若い、信頼構築をテーマにした寸劇等を通 して、和解、平和の

重要性を学ぶものです。少 しでも多くの人に参加 してほしいと

の願いから、参加者には、テラルネTシ ャツを配布 しています。

参加者は、近隣住民、建設作業員 (元兵士、住民 )、 受益者、スタ

総勢で 500名 以上にも上りました。

ウガンダ北部に平和を根付かせるためには、より多 くの地域住民を巻 き

込んだ活動がとても大切です。この地で活動する NGOと して、地域住民の

方々にこうした機会を提供することもテラ フレネッサンスの大きな役割で

あると感 じています。

当会は、国際小型武器行動ネットワーク(ANSA)の 一員です。過去に、支援者の皆様方にもミリオン

フェイスの顔署名にご参加いただいた方は記憶に新 しいかもしれません。その IANSAが今年 6月 の 1っ

週間を小型武器行動週間とし、世界各地で小型武器被害の現状や違法な小型武器取引規制を訴えるイベ

ントを行いました。当会もウガンダのUANSAと ともに、ラジオ トークやセミナー等複数のイベントを実

施 しました。当会は、政府、市民社会が武器貿易条約 (ATT)の締結に向けた取 り組みを推進するための

セミナーや国内行動計画について議論する機械を提供 しました。為のセミナー、国内行動計画ついての

話 し合う場としての機会を提供 しました。また、当会と国連開発計画 (UNDP)と セイファー ヮール ドの

3組織で小型武器行動週間における一連のイベントをサポー トしました。

当会では、この小型武器行動週間の他にも、毎年の小型武器破壊式典や国際平和の日にもイベントや

パレー ドを精力的に行い、ウガンダ北部から世界へ平和の願いを発信 しています。         こ

宗教法人 松緑神道大和山様による「スマイル ハウス」建設から 1年、今年 9月 、「グローブ ヽ

ウスJ(株式会社 アイケイ様 )、
「クラージュ ハウスJ(1青報企業家 鍵谷健様)「木工大工 服飾|

ザイン棟」(外務省 NGO無償支援)の全棟が無事完成 しました。この4棟が完成したことにより、よ |

多くの元 子ども兵を受け入れることが可能となった上、これまでの授業に加えて、保健衛生、伝統 :

ンス ドラマ、(木工大工)な ど、新 しい授業も開講 しています。今後も元 子ども兵の訓練施設、1

域移住民との交流スペース等、テラ ルネッサンスの活動だけでなく、ウガンダ北部地域の平和のた
`の活動がこの施設から発信されることを願っています。ご支援いただいた皆様方、本当にありがとうご

ざいました。                                           _
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今年も3月 と9月 にウガンダ ブロジェクト視察ツアーを行いました。この視察ツアーは、日頃より
ルネッサンス プログラム (ウ ガンダ事業)を はじめ、当会をご支援 していただいている皆様に、子ど

も兵や小型武器の問題を五感で体験 していただくことを目的としています。2月 には、

9月 は株式会社沖縄教育出版様、伊豆太陽ホームズ様、情報企業家 鍵谷健様をはじめ、5名 の方にご

参加いただきました。ッアーでは、ゥガンダ北部 グルの当会施設を訪れ、元 子ども兵の創作劇を鑑

賞 したり、企業家の方々からビジネスや人生経験などいろいろなお話をシェアしていただきました。ま

た、その他にも元 子ども兵保護施設 GUSCO(Gu u Support Ch ldren Organ zation)、  DP(nterna
Disp aced Person:国 内避難民)キ ャンプヘの視察を行いました。

(特活)ネ ットワーク地球村様よりいただいたご支援 (150万円)で、ランド クルーザーを購入し

ました。この車は、当会の社会復帰支援施設に通う元 子ども兵の送迎車として使用されます。ウガン

ダ北部では 20年以上続 く紛争により 2万人以上の子どもたちが兵士として戦わされ、多数の少年たち

が戦闘で障害を負い、少女たちたちは大人兵士からのレイプや強制結婚により産まれた子どもを連れて

村に帰還 しています。(特活)テ ラ フレネッサンスでは、このような元子ども兵の社会復帰を支援する為、

現在 77名の元子ども兵へのカウンセリング、食料 医療支援及び自立の為の職業訓練などを行つてい

ます。ウガンダ北部は、主要道路以外は道がきつちり整備されていない上、また、多くの元 子ども兵
が送迎なしでは、施設に通うことができない状況にあります。そのため、ランド クルーザーのような
4輪駆動車は大変重宝 します。このご支援により、障害を負つた元 少年兵、郊外の国内避難民キャン

プに帰還 している元 子ども兵へ支援活動を広げることが可能となりました。このご支援は過去の絶望

を乗り越えて、未来を変えていこうとする元 子ども兵らにとってかけがえのない贈り物となりました。

テラ ルネッサンスでは、8月 よリコンゴ民主共和国の現地 NGO GRAMへの資金提供を通 じて、行うこ

とになりました。GRAMは コンゴ民主共和国において、①元 子ども兵に対する技術訓練の提供を通 じた

社会復帰支援、②紛争の被害に遭った女性、子どもの人権保護、③子どもの学費支援、④子ども兵の動

員解除、武装解除のための活動を行つている現地NGOです。テラ ルネッサンスでは、同国での 2度
に渡る現地調査を実施 し、GRAMへ の資金提供を通 じ、紛争の被害に遭った女性の社会復帰と自立のため

の支援を開始することを決定 しました。事業は 2007年 8月 から翌年 4月 までの 8ヶ 月間。紛争下での

レイプ被害に遭つた女性 170名 に対 して、社会経済面および健康衛

生面の支援、並びに社会職業教育と学校教育を通 じての社会復帰支

援が対象。

これまでの資金援助を通 じて、職業訓練施設の修復と簡易訓練所

(セ ンター)の 建て直しをすることができました。このセンターは

元子ども兵、ゲリラ軍により性的虐待 (レ イプ)や暴力を受けてき

た女性を支援対象とし、小規模 ビジネスの指導やカウンセリング、

ワークショップなど目的に使用されます。GRAMの スタッフと鬼丸理事



地雷撤去の終わった村で実施 してきた村落開発支援プロジェク トも9月 で終わりました。このプロジ
エク トは、来年実施予定の “地雷被害者ゼロ"の早期達成を目指 して取 り組む地雷撤去支援と地雷原周
辺での村落開発支援の統合プロジェクトのパイロットとしての位置づけのものでした。場所は、バッタ
ンバン州バナン地域。内戦中は激戦地の 1つ でした。 ドーン村とチャンホー スヴァィ村。『どちらの
村も90年代後半に地雷撤去が行われるまでは、雨水をためる水がめのすぐ横に地雷が見えていた 一』
と、当時地雷撤去団体で働いていた現地スタッフのクン チャイは話 していました。貧困層を対象とし
た 2つの村でのテラ ルネッサンスの新たな挑戦を報告いたします。

●フェーズ 1 2006年 10月 -2007年 3月

最貧困層の 20家族に少額の資金を6ヶ 月間提供

少額資金を元手に小規模 ビジネスを始めるためのプランをスタッフと一緒に立案 し、実行
6ヵ 月後に自立できるようにサポー ト

●フェーズ2 2007年 4月 -9月
村ごとに貧困層を中′かとした住民組織を設立し、村人たち充ヾ格綿綺 :こ種営で妻ムカのミンスキ ′、ち磨集

<マ イクロクレジット>    無担保、低利子による少額融資により住民の収入向上を目指す。
<貯蓄制度>    毎月少額資金を住民組織のメンバーから回収 し、メンバーの健康保険として

提供する。

<奨学制度>    貧困のための学校へ行けない子どもたちに制服、文房具を提供する。
<ワ ークショップの開催>    ェィズ、マラリア、デング熱などの感染症の予防、地雷回避教育

民主主義  人権についての理解促進のためのワークショップを開催する。
<月 例ミーティングの開催>    それぞれのシステムを運営するために村人自身が話 し合い、決

定する。

<ド ー ン村 > の報告
～設立したシステムを住民たちのために、住民たち自身の手で変更 1!～

この村では、子どもたちは全て学校へ通っており、奨学制度以外のシステムを設立しました。マイ
クロクレジットでは、まだ作物の収穫は終わっていませんが、数家族を除いて、今年は作物が良く育
つたため、収入が向上 し、住民組織への返金もできるだろうと推測 しています。状況の良 くない数家
族の原因は、家族の健康が思わ しくなく、病気の治療などに資金を使わなければならなかったという
場合がありました。そういった家族のために貯蓄制度を設立 したのですが、当初重病や重傷のメンバ
ーにのみ、この資金を提供すると決めていたために、住民組織

は軽い風邪のような症状の場合には保険を適用 し1

した。家族の健康面による生活状況の悪化を防ぐナ

た制度でしたので、住民組織のなかで話 し合い、月

軽い症状の場合にも資金を提供するように変更 し」

によって家族 5人が風邪に罹 り、治療費を払わなL

かつたケースも住民組織からの保険の適用により、

を食い止めることができると考えています。

ミーティング中の村人たち



<チ ャ ン ホ ー ・ ス ヴ ァ イ 村 > の報告

自然環境に配慮 したバイオ エネルギーによる発展の可能性を探る

この村の住民組織では、 ドーン村 とは違い、村長と副村長が協力的で、住民組織でもリーダーは副

村長、副 リーダーを村長が務めています。バイオ エネルギーとなるジャ トロファという作物がこの

村でも自生 してお り、種から搾 り取つたバイオディーゼルでエンジンを動か し、発電すること

も可能です。ジヤ トロファは自然環境にもやさしいだけでなく、

食用にならないために、食料としての競合もなく、また絞 りか

すは有機肥料となり、さらにはナチュラル石鹸も作ることがで

き、女性や障害者の仕事として役立てることもできると期待 し

ています。

この村ではリーダーたちを中心にこのジャトロファのプロジェ

クトをする話 し合いを重ねている所です。 ドーン村とともに、

この村にもフォローアツプとして、バイオディーゼルを作る機

械を提供 しようと考えています。

テラ ルネッサンスのスタッフと話し

合う住民組織のリーダーたち

暉|■自率的に始め|た奨学制度:‐ 17人の子ども津が学校べ

チャンホー スヴァィ村には、貧困により 17人の学校へ通

えていない子 ども達がいま した。その子どもたちに、この村

の住民組織では奨学制度を設立 し、住民組織のメンバーから

少額の資金を集めて、制服や文房具を買い、提供する事で学

校へ通えるように支援を始めま した。 この奨学制度により

2007年 10月 から始まる新学期に合わせて、17名 の子 ども達

(写真左)が学校へ通えるようになりま した。住民組織の リ

ーダーたちが中心 となって、自主的に作 られたこのシステム

には、メンバーから集めたお金だけでは足 りなかつた部分に

関 しては、テラ ルネッサンスから補足の 100ド ルを提供 し、 このシステムをサポー トしま した。

問題を自分たちで解決 しようと村人たちが自分たちで話 し

合って、設立 してくれたことは、とても嬉 しいことでした。

上の写真も住民組織のリーダーたちが、自分たちでこの奨学

制度の設立記念に撮つて、テラ ルネッサンスのスタッフに渡

してくれたものです。そして子どもたちには、将来の夢を絵に

描いてもらいました。 トゥン チャニィ (7歳、女の子)ち ゃ

んは、学校、人々、花などを描いてくれました (写真右)。 そ

して17来は学校の先生になるのが夢だと話 してくれました。学

校では、カンボジア語と数学を勉強したいそうです。

そして 20年 後のチャンホー スヴァイ村は電気や道路が整備されて、とても発展 した村になること

を望んでいると力強く希望を語つてくれました。



カンボジア事業主担当の江角が今後のプロジェク トを拡大するために 2007年 4月 と 9月 下旬から 10月

上旬にかけてラオスでの不発弾調査 を2度行いました。近年のクラスター爆弾の禁上に向けた国際社会

での盛 り上が りもあり、テラ ルネッサンスも現地での不発弾撤去の支援 とともに 」CBL(日 本地雷廃絶

キャンペーン)の一員として、日本でもクラスター爆弾の全面禁上に向けたキャンペーンを実施 してい

く予定に しています。今回は、その調査の一部 をご報告いた します。

●爆捧建瀧:え由ぼ等麟籍薄

"'ギラオスの首都 ビエンチャンからバスで 10時間。シエンクアン州の州都ボ

ー ンサワンの街に着きま した。この街は一見静かな、小 さな街ですが、街を

少 し歩 くと異様な光景を目に します。ゲス トハウスの前や中、レス トランの

壁には、たくさんの爆弾を見ることができます。ベ トナム戦争中にタイの米

軍基地から飛び立った飛行機が北ベ トナムを空爆 しま したが、落 としそこな グストハウスの中に飾られた爆弾

シエンクアン

つた爆弾は、そのまま積んだ状態で着陸することは、かな りの危険が伴 うた

めに帰 り道のラオスに落としていつたものだと元自衛官の方から聞きま し

た。またラオス中部から南部、カンボジアにかけての爆撃は、北ベ トナム軍

の補給ルー トであつたホーチ ミンルー トを狙つて、米軍が落としていつたも

のです。30年以上も前に落とされた爆弾で今でも多 くの人々が不発弾の被

害にあっています。爆撃が終わつてから 30年以上が経過 しましたが、その

間に 13000人以上の犠牲者が出てお り、その約半分は子どもたちだと推測

されています。2005年 には、154人 (死亡 26人、負傷 128人 )、 そ して 2006

年 も 49人 (死亡 16人、負傷 33人 )が被害に遭つています。こうした統計

をとるシステムがまだ未整備なため、正確な数はさらに増えると考えられて

ホーチミン フレート

爆撃の行われた地域

います。

現在『第二の地雷』として多くの不発弾が戦後にも残り、無実の一般

市民を傷つけるクラスター爆弾 (集東爆弾)の規制を設けるために国

際会議が開かれています。このクラスター爆弾が今までで一番多く使

われたと言われているのがこのラオスなのです。ラオスやカンボジア

では201%の クラスター爆弾 (5920万イローイラクでの総使用量以上 )

が集落から 1キ ロ以内で使用されました。単独の部隊を点で狙うもの

ではなく、面で攻撃するものであるクラスター爆弾の使用は、市民の

被害を多く生む結果となることは明白です。ラオスの人々はこの親爆

弾からばら撒かれる数十～数百個の子爆弾のことを『ボンビー』と呼

んでいます。この不発弾撤去を実施 しているイギリスの団体 MAGの 不

発弾撤去チームの撤去現場を視察 しました。

場所は、ラオス最大のミステリーといわれ

クラスター爆弾 1■・ ■● り

高空から本体(書器)を接下
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の りこ)さ んを採用 しま した。

■細谷紀子からのメッセージ

小さい頃から、先進国の物質的な豊かさと、発展途上国の貧しさに疑間を抱いていました。
国際支援や海外協力青年隊に憧れるも、学生時代はその機会に恵まれず、ずっと、何かの形で支援を

したいと思っていました。大阪市立大学文学部人間関係学科教育学専攻卒業後、一般企業にて約 12年
勤務。主に総務 人事 経理の業務に携わってきました。今年4月 にテラ ルネッサンスの存在を知り、
5月 に生まれて初めて寄付をしました (正直、清水の舞台から飛び降りた気分でした)。 6月 に、事務
所に見学に行き、人員募集のお話を聞き、応募しました。採用が決まった時は、学生時代からの宿題を
やつと果たせたような、すごく嬉しい気持ちでした。
長い社会人経験を活かし、テラ ルネッサンスの事務的な基盤をしっかりしたものにしたぃと強く念

じています。これからも末永く、よろしくお願い申し上げます。

テラ ルネッサンス事務局では毎日、支援物資が届いたり、お客様が訪問されたり、様々な出来事が起
こります。日々の動きをリアルタイムにお知らせするために「テラ ルネッサンス公式ブログ」を開設
いたしました。スタッフ ィンターンが毎日更新 しています。「テラ ルネッサンスがどんなことをし
ているのか、よく分かる」と皆様にも好評いただき、アクセス数も伸びてきてぃます。ぜひ、一度ご覧
くださいませ。公式ブログURL http://b10gterra r net/

以前、理事長が講演をしたことがきっかけで、出雲市立浜山
中学校の修学旅行の訪問先に選ばれました。

修学旅行では学習テーマごとにグループに別れ、テラ フレネ
ッサンスにやってきたのは「異文化 平和コースJの約40名。
事務局近 くの京エコロジーセンターというところでワーク
シヨップをおこないました。午前中はカンボジアヘのバーチ
ヤルスタディッァーなどを実施。映像をみながらカンボジア
に行ったつもりになってカンボジアや地雷被害の現状を知
つてもらいました。

そして、午後からはボランティア体験として、テラ フレネッサンスで集めている書き損 じハガキの分
類 集計などの作業を手伝つてもらいました。なかなか根気のいる仕事なのですが、皆さんの真剣な姿
がとても印象的でした。皆さんが集計 してくれたハガキの総数は 7000枚、金額にしておょそ 30万円。
浜山中学校の皆さん、おつかれさまでした。そして、ハガキを送ってくださった皆様、ご協力ありがと
うございました。テラ ルネッサンスではこれからもハガキを集めていきます (同 封チラシをご参照く
ださい)。 どぅぞご協力のほどよろしくお願いいたします。

2007年 9月 から職員と

主に会計 総務を担当

して細谷紀子 (ほ そたに

しています。



☆01月 10日 (木 )講義 :日 本外国語専門学校 (東京)

☆01月 11日 (金 )講演 :米子市立河崎小学校 (鳥取)

☆01月 17日 (木 )講演 :社団法人伊東青年会議所 (静岡)

☆01月 19日 (土 )講演 :株式会社大和コンピューター (大阪)

☆01月 24日 (木 )講義 :日 本外国語専門学校 (東京)

☆01月 25日 (金 )講義 :日 本外国語専門学校 (東京)

☆01月 26日 (土 )講演 :明 るい社会づくり運動 (宮崎)

☆02月 03日 (土 )～ 04日 (日 )

;]賞〔をi詈tli;2:;:書11[tt曇与i[憲:バ

加ください。 URL http://mm″ interpeople or jp/OWf html

日本外国語専門学校 (東京 )

有限会社教育考学 (京都)

京都自動車青年会議所 (京都)

07年は140回もの講演

をおこないました。

事実を知り、行動を起

こすきっかけとして、講演

活動には 08年も力を入

れてまいります。

講演会開催を希望され

る方は、お気軽にテラ・ル

ネッサンス(TEL:075-
645-1802)までお電

:話ください。
●
.

☆02月 14日

☆02月 16日

☆02月 21日

義

演

演

講

講

講

木

土

木

一緒にテラ・ルネッサンスを造つていきませんか (会員募集)

テラ フレネッサンスは世界平和の実現を目指す市民団体です。テラ フレネッサンスの趣旨に賛同

される方は、ぜひメンバー登録をお願い致します。

【会員特典】 会報誌「結晶母」等の贈呈 テラ フレネッサンス主催のイベントヘの優待 など

【会員種別】

正会員 ●正会員 30,000円/年

賛助会員

●個人会員 3,000円 /年

●ジュニア会員 (18歳まで) 1000円 /年

●団体会員 50.000円 /年

ファンクラブ会員 ●理念に賛同し、月単位で継続支援される方 1,000円 /月

郵便振替 00950-7-133760 加入者名 テラ リレネッサンス基金

【編集・発行】

特定非営利活動法人 テ ラ・ ル ネ ッサ ンス

6120031 京都市伏見区深草池ノ内町 523105

te1/fax:o75-645-1802 e mallicontactOterra― r jp

【編集後記】(事務局:森本のり子)

結晶母の発行が大幅に遅れてしまい、会員

様から、「結晶母はまだ ?」 のお声を何度

もいただきました。

今年度は事業の拡充を優先し、国内での

業務が後手に回つてしまいましたが、来年

こそ国内業務に力を心底入れていきたい

と思います :

-12-

蜻   
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